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妊娠中および妊娠後のオキシトシン濃度は、不安障害と子宮内膜症の過去の既往歴が影響している。

Plasma Oxytocin Concentrations During and After Gestation in Japanese
Pregnant Women Affected by Anxiety Disorder and Endometriosis

妊娠中の血中オキシトシン濃度と不安障害と子宮内膜症の既往歴の影響

論文概要の和文様式

オキシトシンは、母子関係形成・養育行動・社会的相互作用・ストレス関連精神疾患などに重要である。しかし、既往
歴や養育行動など、妊娠中や妊娠後のオキシトシン濃度を決定する要因は不明である。これらを明らかにするため
に、エコチル調査を用い、妊娠中・妊娠後のオキシトシン濃度と既往歴との関係を分析した。

年齢と出産回数で調整し、不安障害もしくは子宮内膜症の既往歴を持つ女性をケースとし、そうではない女性をコン
トロールとした162名の女性を選択した。それらの女性の妊娠前期、妊娠中後期、出産直後の血中オキシトシン濃度
を、抗オキシトシン抗体を用いた酵素免疫測定法によって測定した。既往歴で二群に分け、平均血中オキシトシン濃
度を計算した。

これまで報告された他の研究と同様に、オキシトシン濃度は時間依存的に上昇した。妊娠前期のオキシトシン濃度と
母親の年齢および身長との間には弱い負の相関があったが、他の因子との相関はなかった。妊娠中後期、出産直
後のオキシトシン濃度は不安障害の既往歴のある妊婦（n = 7）および子宮内膜症の既往歴のある妊婦（n = 13）で、
既往歴のない妊婦よりも有意に低かった。

これらの結果から、妊娠中および妊娠後のオキシトシン濃度は、不安障害と子宮内膜症の過去の既往歴が影響して
いることが示唆された。オキシトシンは出産・授乳・養育行動に関わるホルモンであるため、これらの行動に既往歴が
関連する可能性がある。本研究は、オキシトシン濃度と子宮内膜症との関係を調べた初めての研究である。本研究
は質問表をベースとした研究のため、子宮内膜症とオキシトシンの分子メカニズムを詳細に明らかにするためには、
さらなる研究が必要である。
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